
一
 

行
政
書
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱 

第
一

目
的
の
改
正 

（
第
一
条
関
係
） 

法
律
の
目
的
に
、
国
民
の
権
利
利
益
の
実
現
に
資
す
る
こ
と
を
明
記
す
る
こ
と
。 

第
二 

社
員
が
一
人
の
行
政
書
士
法
人
の
設
立
等
の
許
容

一

行
政
書
士
法
人
を
社
員
一
人
で
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

（
第
十
三
条
の
三
及
び
第
十
三
条
の
八
第
一
項
関
係
） 

二

行
政
書
士
法
人
の
解
散
事
由
と
し
て
、
社
員
の
欠
亡
を
追
加
す
る
こ
と
。（
新
第
十
三
条
の
十
九
第
一
項
第
七
号
関
係
）

三

社
員
が
一
人
に
な
っ
た
こ
と
を
行
政
書
士
法
人
の
解
散
事
由
と
す
る
規
定
を
削
る
こ
と
。 

（
第
十
三
条
の
十
九
第
二
項
関
係
） 

四

行
政
書
士
法
人
の
清
算
人
は
、
社
員
の
死
亡
に
よ
り
社
員
が
欠
亡
し
、
行
政
書
士
法
人
が
解
散
す
る
に
至
っ
た
場
合
に

は
、
当
該
社
員
の
相
続
人
の
同
意
を
得
て
、
新
た
に
社
員
を
加
入
さ
せ
て
行
政
書
士
法
人
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
す
る
こ
と
。

（
新
第
十
三
条
の
十
九
の
二
関
係
） 

第
三 

行
政
書
士
会
に
よ
る
注
意
勧
告
に
関
す
る
規
定
の
新
設 

（
新
第
十
七
条
の
二
関
係
） 



二
 

行
政
書
士
会
は
、
会
員
が
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
、
規
則
そ
の
他
都
道
府
県
知
事
の
処
分
に
違
反
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
会
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
会
員
に
対
し
て
、
注
意
を
促
し
、
又
は
必
要
な

措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
四 

施
行
期
日
等 

（
附
則
関
係
） 

一

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
六
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。

二

こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
を
定
め
る
こ
と
。


